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県民まちなみ緑化事業（屋上緑化）に係る確認書
　この度交付協議書の提出にあたり、県民まちなみ緑化事業（屋上緑化）の実施箇所の荷重限度及び防水補修・修繕の予定等について下記のとおり確認し、屋上緑化工事が可能であると判断しましたので報告します。

　なお、屋上緑化工事に起因する諸障害に係る一切の責任は、当方で負うものとします。
記
１　実施箇所の名称

２　実施箇所の所在地

３　実施箇所の荷重限度及び防水補修・修繕の予定　　　別紙のとおり

（別紙）

実施箇所の荷重限度及び防水補修・修繕の予定について
１　屋上緑化による荷重について
　　緑化施工面積１㎡あたりの荷重及び屋上面積１㎡あたりの荷重について、以下のとおり確認しました。

(1) 緑化施工面積１㎡あたりの荷重
　　緑化による荷重　（　　　　　）kg　

　　　緑化施工面積　　（　　　　　）㎡
(2) 屋上面積１㎡あたりの荷重
　　　緑化による荷重　（　　　　　）kg　
　　　屋上面積（※）　 （　　　　　）㎡
	・緑化施工面積１㎡あたりの荷重及び屋上面積１㎡あたりの荷重について、上記(1)(2)の計算式の（　）内に数値を記入して説明してください。
※屋上面積には、塔屋（屋上にあるエレベーター機械室や階段室など）を含みません。
・植栽基盤を構成する土壌等の荷重を計算する際には、湿潤時の重量を採用してください。

・記入にあたっては、単位に注意してください。
・階が異なる屋上の緑化を合わせて行う場合は、それぞれの階について、上記の計算式に数字を記入して説明してください。


２　屋上部の荷重限度の確認方法について

３の屋上部の荷重限度の数値については、以下の方法により確認しました。
（下記(1)～(3)のいずれかに○印をつけてください。）
(1)　当該建築物の構造計算書から転記した。

　(2)　当該建築物を建設した当時の構造計算書がみつからなかったので、今回新たに建築士に相談して確認した。

(3)　その他（確認方法を具体的に記述してください。）

　

３　屋上部の荷重限度と屋上緑化による荷重との関係について
　　屋上部の荷重限度の各数値を以下のとおり確認の上、当方の責任のもとに、屋上緑化の荷重による問題がないことを確認しました。
(1)　床の構造計算をする場合の積載荷重　　　　　　　　　   　　　　　　　　kg/㎡　→(a)
(2)　大ばり、柱又は基礎の構造計算をする場合の積載荷重　   　　　　　　　　kg/㎡　→(b)
　(3)　地震力を計算する場合の積載荷重　　　　　　　　　　   　　　　　　　　kg/㎡　→(c)
	・屋上部の荷重限度について、上の各数値を確認して記入してください。（単位に注意すること。）
・（ア）＜(a)、（ア）＜(b)、及び（イ）＜(c)の全てを満たすことが、最低限必要です。
・不明な場合は、建築士に相談してください。ただし、相談にかかる費用は、県民まちなみ緑化事業の補助対象になりません。申請者の自己負担です。


４　屋上防水の補修・修繕の予定について

　屋上緑化施工後の屋上防水の補修・修繕については、以下のとおり対応することとします。

（下記(1)～(3)のいずれかに○印をつけてください。）
(1)　今後、屋上防水の補修・修繕を行う際に、今回協議する工事部分の撤去が生じる場合は、申請者負担で今回整備するとおりに復旧する。

(2)　今回協議する工事が補助採択されれば、緑化工事に先立って屋上防水補修・修繕行う。（注：屋上防水補修・修繕工事は、県民まちなみ緑化事業の補助対象ではないので、申請者の費用負担で実施する必要があります。）

(3)　その他（具体的に記入してください。）

	・屋上防水の補修・修繕を行うにあたり、県民まちなみ緑化事業を活用して整備した箇所を撤去しなければならなくなった場合は、屋上防水の補修・修繕後に、申請者の負担で、県民まちなみ緑化事業で整備したとおりに復旧する必要があります。

・この件の対応方針について、上記の(1)～(3)のいずれかに○印をつけてください。


　
（ア）


　　　　　　　　　　　　　　　　　↑


＝緑化施工面積１㎡あたりの荷重（　　　）kg／㎡ 





＝屋上面積１㎡あたりの荷重（　　　）kg／㎡ 


↓


（イ）
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（2-2）
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